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面をなぞって走査し､STMと呼ぶ｡サンプル プーロー ブ間にファンデルワー ルス力あれば､
これを検知し走査してAFMと言う｡磁気力なら磁気力顕微鏡(MFM)､摩擦力なら摩擦
力顕微鏡(FFM)｡ ではプロー ブを光ファイバ でー作ったら? プロー ブをサンプル近






サンプル表面に触るだけでカンチレバ はーたわむ｡実はカンチレバ 表ー面には金コー トが施
してあり､そこにレー ザ 光ーが当ててある｡カンチレバ がーたわめばレー ザーの反射角が変


































































































ugand-ReceptorPairs｣ (4)｡ サンプルとしては蛋白質 (ビオチン)で覆ったアガロー ス･



























































マーク･ウェルランド (訳 魚住清彦) パリティ Vol.09No.08(1994)ll-17
(9)HBiologicalApplicationsofAtomicForceMicroscopy■
R.IAlandS.A.Jolm:Am .J.Physiol.Cel.Physiol.Vol.266(1994)C1-C21
注) 本稿は夏の学校のテキスト原稿を｢物性研究｣の読者向けに大幅に書き直したもので
す｡
-198-
